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　　　　　　　　緒　　　　　言

　品種的特性，栽培およぴ貯蔵期間にわける環境要因な

どの結果として米粒に現われる理化学的現象，いわゆる

’米質。の問題を追究するためにはなんらかの基準が必

要である。加えてへ米へとしての性質をいくらかでも探

知したいと考え，収穫年次ならびに登熟程度の異なった

米粒を用い，発芽能カを前提として若干の項目について

調査している．今回はろ紙電気泳動法による米粒水抽出

蛋白，Guaiaco1，TTC，BT等の反応，アルカリ溶液に

対する崩壊性等に関して調査した。

　　　　　　　　実験材料・方法

　　　　　ω　　　　（9〕　　　　　　　　　　　　　　　（8）
　供試材料，泳動操作ならびにpaperchromatography

は前報に従った。Gua1aco1反応には各米粒群より20粒

をとり水12ccを加えて磨砕し，遠沈（3000Lp．肌15分），

上澄／0㏄をとって1％9ua1aco102ccを加え，さらに／5

％H202を加え，30分後吸光度を測定した（λ二577mμ）．

　TTCおよびBTの反応には玄米20粒を水に浸漬し，

（20．C24時間）洗浄し，ろ紙上で水を切った後水5cc，

砂19を加えて磨砕し，さらに水10㏄を加えて遠沈（2000

r．P．m－10分）し，上澄5ccに1％TTC0．6ccを加え，

BT反応には試料液5ccに1％BT0．25ccを加え，28◎C4

時間後20％TCAをシ｛o容加えて反応を停止させ，酢酸

Ethy110ccを加えて振饅し，遠沈（3000Lp．㎜．10分）

で　tr1pheny1formazan　を抽出，分光々度計で酢酸

ethy1を基準にして吸光度を測定した　（TTCλ＝480

mμ，BTλ＝625rn一μ）。

　　　　　　　　　　　　　　ω
　アルカリ崩壊性については前報のように処理した後，

5ccを採って50㏄にfi11upし，Lugo1液0．2㏄を加え

て直ちに吸光度を測定した（λ＝625mμ）。

　　　　　　　　実験結果・考察

※　作物学研究室

　　登熟ならびに貯蔵の程度の異なった米粒の一連の変化

　から完全な’米への性質を把握しようとするのが目的で

　あり，このことは今後米粒の性質を検討して行く場合の

　基準を与えてくれると考える。結果は愛知旭・農林17号

　共に同様な傾向を示した。またベニセンゴク・農林37号

　においても傾向は同じであった。ここでは，われわれの

実験の今後の対象と比較の基準にきれるであろう農林17

号の結果を主体に述べたい．

　　米粒の泳動蛋自　新鮮な米粒の泳動像は開花完了後ア

　日目には2分画が認められ，／4日目においては，まだ7

　目目の像に近いが登熟するに伴なって原点側にのこる蛋

　白ができ，30日目には明瞭な4分画を認めることができ

　る。このような泳動パターンは，登熟程度が同じであっ

　ても室内で風乾することによっていくらか変化する．す

　なわち開花完了後7日目において2分画は認められない

が，原点側にとどまる蛋白が存在し，風乾（水分約15

％）される間に米粒蛋白に変化があったことがうかがわ

れる、なお新鮮な米粒において4週間目の像は，風乾に

　よる影響が認められず，4分画は明瞭である。このこと

は，未熟米，早刈り米は完熟米に比較して，収穫後な

　らびに貯蔵期問申において早い時期に蛋自の変化をきた

すことを推察させる．登熟過程（新鮮米粒）にわいて形

成された4分画は“完熟米、におけるパターンと同じで

あって，この4分画は収穫後一年経過した米粒蛋白の泳

動像においても明瞭である。しかし収穫後の年月の経過

に伴なって①側の分画から不明瞭になり，泳動蛋白も減

少し，同時に発芽能力も減退あるいは消失する。本実験

法の範囲においては開花完了後4週間を経過し，発芽能

カを有する米粒の蛋白泳動像は4分画であると考えてよ

・い。米粒蛋白の泳動像の変化は発芽能力の変化とも平行

しているように考えられるので，特に風乾米粒胚部蛋白

について検索した結果，開花完了後7日目，既に2分画が

認められ，2分画は登熟程度が進むに従って一層明らか

に観察できる。この2分画は貯蔵の期間を経遇するとと

もに明白さを欠き，次第に消失することは前報と同じで
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あった．このように胚部蛋白の泳動像の一連の変化から

発芽能力を有する米粒胚部蛋白はろ紙軍気泳動法におい．

て2分画であると言っても誤りでないと思う．なおこれ

らの結果は筆者らが今後米粒の内的性質の仕事をする場

合の基準として充分考慮すべき価値があると信ずる．

　米粒内遊離アミノ酸　papercbromatOgraphyにお

いてnmhydrmeによるspOtsの発色の濃淡と大きさ

からh1st1d1neは米粒の糠層に存在し，白米には存在

しない。aspart1c　ac1d　g1utamc　ac1dは米粒胚部に

多い。aspart工cac1d，g1utam1c　ac1dは貯蔵期間を経過

すると減少する旨報告したが，登熟程度を異にし，発芽

能力を有する米粒の遊離アミノ酸は，登熟程度が異って

も種類にわいて変化はなく　（ただし風乾米粒），原点に

近い方から　aspartic　acid，g1utamic　acid，91ycin，

h1st1dme，a1amne，Va1meが明白である．しかし登熟

・貯蔵を通じて安定なspotを示している　Va1meに

比較して登熟程度が進むにつれてasPartic　acid，g1ut・

am1c　ac1d，h1st1dmeのspOtsは発色の濃度を増し

た．上記のことから　h1st1dmeは米粒の果種皮の形成

とともに増加するが，貯蔵申における変化は少ない．登

熟貯蔵において変化しやすい米粒内遊離アミノ酸は，胚

部に多いaspart1c　ac1d，g1uta1㎜c　ac1dであるように

思われる．しかしpaperchτo1matographyでは量的決

論は出しにくいので，変化しやすいと考えられるasp小

rt1c　ac1d，g1utamc　ac1dについては他の方法で検討

したい．

A／㌣ア’ Guaiaco1反応
　λ二昌577mμ
　農林17号

開花完了7・13　20　30　　　36年産35
後の臼激
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第1図登熟・貯蔵程度の異なった米粒の

　　　　Gua1acol，TTCならぴにBTの反応

　米粒の発芽能カの有無と塁蝸童盈c⑪1，TTC，ならぴに

lBTの反応　　Perox1daseは植物界における分布がき

わめて広いので呼吸となんらかの関係があると考えられ

たこともあるが，最近ではcata1aseと同様植物体申に

副産物として生じたH202を除去するもので，perOxi・
　　　　　　　　11勃
daseの最近の総説から呼吸経路と関係がないものであ

ると考えた方がよい。

　筆者らの結果は風乾米粒において登熟程度が進むにつ

れて本酵素の活性は増大しており，発芽歩合と平行し，

貯蔵期間の経過に伴なって減退して行くようである。

一般に米粒においては胚部に強い活性が認められるが，

未熟な米粒においては胚乳部（胚切除米粒）にもかなりの

活性があることがわかった（第1図）．なお40年前Perox一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
idaseの活力と種子の熟度との関係について後藤の報告

があり，また同年代に米粒申のPerOxidaseの活力に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
よって米の新古を鑑定する方法について麻生の報告があ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
る．また最近においても用いられている方法でもある．

　dehydrOgenaseの活性にTTCを用いた実験の結果
　　　　　　　　　　　　　（5×6×7〕㈹
は以前カ）ら多く報告されている．　が本変法において胚

をそのまま浸漬して6時間もすれば組織化学的反応はあ

っても，磨砕した場合の反応はきわめて小さい．dehy－

drogenase活性の強さは種子の発芽に伴なって増大す

ること，ならびに発芽処理しない種子には活性がほとん

どないことは従来から知られている．またその原因につ

いて種子申にはap0－enzy皿は存在するがC0一㎝zym

のDPNの欠乏のため活性が認められず，発芽処理に

よってDPNの増大するとともに活性が増大するとい

われている．本実験においても発芽処理すると活性が認

められるようになり，発芽能力のない米粒では活性は認

めにくい．sUcsm1c　dehydrogenaseにspec1f1cな反
ω

応のあるBTを用いた結果もTTCと同様な傾向であ

った（第1図の下）．米粒の，ことに発芽カなどについ

て　guaiaco1反応を応用する方法は発芽能力ならびに

泳動の結果等と平行しているし，TTCの反応，BTの

反応よりも着色程度による比較が容易であり，粒重，胚

の生物的状態を考慮すれば今後使用に値することを再認

した。

　アルカリ溶液による米粒の崩壊とヨード反応　　本項

目については方法を検討し，米粒の性質の比較に本法が

使用できるかどうかを考察したもので，予備的観察につ
　　　　　　　　　（2）
いてはすでに報告した．24％KOH，25．C，24hrsの処

理において各米粒群の崩壊状態は肉眼的に異なってい
る．しかし肉眼的に崩壊余認められない時でも処理液に

ヨード反応が認められる場合がある．また各米粒群の申

において個々の米粒は崩壊の状態が異なることが多い．

各米粒をアルカリ処理した後その崩壊状態によって5段
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第／表　登熟程度の異なった米粒群の

　　　　　　　　　　　アルカリ崩壊粒数

試料N0．※ l／… 1・…
崩 一（0）

0244 0005壊
状

士（1）

00／1 0212態 十（2）

0111 0100と

粒
井（3）

0000 1030数 什（4）

7411 6430
※試料No－／～4は農林17号、5～8は愛知旭

第2表　アルカリ崩壊度※
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第4図　登熟・貯蔵程度を異にした米粒アルカリ崩

　　　　壊性のヨード反応による検定

階に分け各米粒に0，／，2，3，4，等の指数を与え（第

1表），それぞれの粒数に乗じ各米粒群の崩壊度の指数

とした（第1・2表，第2図）．例えば全部（7粒）崩壊

し，しかもア粒とも4の指数が与えられるならばア×4

＝28で崩壊度は最大である．これによると登熟程度の異

なる米粒のように肉眼的に明確な差のあるものでは比較

も容易であるが，指数の与え方に主観のはいることが多

いようである．そこで筆者らはヨード反応を利用し，各

米粒群のアルカリ溶液による崩壊の状態を一括して表示

したいと考えた．ヨードによる殿粉の着色度は時間の経

過とともに滅退するが，各試料群とも平行しており比較

するには不都合ではない（第3図）、また214％KOHに

溶出された殿粉のその後の性質に時間的変化は考えない

ことにすれば，今後米粒のアルカリ崩壊試験に応用して

もよい方法であると考えられる．本法によると，米粒は

登熟初期において崩壊しやすく，登熟程度が進むにつれ

て崩壊しにくくなり，貯蔵の期間が経遇するにつれて崩

壊しゃすい傾向にある（第4図）．玄米におけるアルヵ

リ崩壊は米粒の果種皮の発達ならびに構造と関係がある

ことは当然であろうが，これに関しては，いまだふれて

いない。

　　　　　　　　摘　　　　　要

　へ米質、を正しく表示するために米粒の性質に対する

客観的基準を探索する目的で本実験を企画した．なお今

回の米粒も発芽能力を有することを前提としている．登

熟ならびに貯蔵の程度を異にした米粒について，ろ紙電

気泳動法によって水抽出蛋白を検索した場合，泳動像は

登熟ならびに貯蔵において一連の変化を示すことは前報

に一致した．ことに米粒胚部蛋白の登熟貯蔵における変

化は顕著であった．一方paperchromatOgraphにて明

確なspotを示す米粒の遊離アミノ酸の種類申，特に胚

部に多いaspartic　acid，glutamic　acidのspotは登
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熟に伴なって明白になり，貯蔵申に滅少するように思わ

れ，胚部蛋白の泳動像の変化と平行しているように観察

できる．このような変化は米粒の発芽カならびに酵素活

性樺度にも関連していると考えられるのでguaiaCO1，

TTC，BTを用いて検討した結果，一連の変化を認め

た．ことにgua1aCO1反応は米粒胚部の発芽能力の強弱

を表示するのに簡易な方法である．米粒のアルカリ崩壊

性とヨード反応を結びつけて実験した結果は登熟の異な

った米粒群間における吸光度割合から米粒の性質を判定

するための有意な差を与えるものと考えられる．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Su㎜mary

In　th1s　paper　the　auther’s　stud－1es　were　treated－on　the　cbanges　m　some　qua11t1es　of　rユce　keme1s

m　r1penmg　stage　or　d．urユng　sforage　w1th　a　v・1ew　to　make　up　a　stand，ard．oポqBe1sh1tsu9，

10n　the　water－so1uble　protems　m　keme1s，2band－s　m　embryo　and4band，sユn　endsperm　on

paper　electrophoret1c　pattem　were　found－as　reported－a1ready　These　band．s　on　e1ectrophoret1c

pattem　were　found　to　become　w1th　the　r1penmg　and　to　d1sappeare　w1th　the　decrease　of

germ1natmg　capac1ty　dunng　the　storage

20f　the　ammo　ac1d．s　m　r1ce　keme1s，aspart1c　ac1d．and　g1utam1c　ac五d士ound．to　vary　more

rap1d1y　than　the　rate　m　wh］ch　other　a：mmo　ac1ds　changed　w1th　r1pen1ng　and　dur1ng　storage

3Gua1aco1react1ons　m　extracts　from　r1ce　keme1s　were　strong1n　r1penmg　and　were　weak

during　storage．

4Exper1ments　co皿bmed　wユth　the　a1ka1me　d．1smtegrat1on　and　Jod　reactlon　showed．to　be　tbe

slgmf1cant　method　for　the　d．etermmat1on　oピBe1sh1tsu9’1n∀ar1ous　maturユty　of　r1ce　keme1s


